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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 12/17、1/28家族支援スタッフ育成研修（NPO主催）あり。参加希望者は申込（出席入力）を行うこと。

· 12/20病院実地指導がある為、準備を進めていくこと。

· 11/24～11/25　看護グループ内研修あり。

介護初級対象『介護基礎技術』、看護対象『社会資源』

＜業務改善＞

○プログラム検討

· 新プログラム起案書はAOMより指摘があった為、修正していく。

· 12/15までに来年1月分のプログラムテキストを作成すること。

· ストレス緩和のテキスト作成は李が担当する。

○書式検討

· 12/16までに、利用時・退所時に使用する書式、基準・手順書を作成していく。

○治療環境整備

· 12月末に年末大掃除を計画。プログラムに大きな支障が無いよう、計画書修正行っていく。

· 感染対策・医療事故対策委員会による巡視での指摘事項

①玄関・トイレの臭いが気になる。

⇒清掃、消臭元で改善を図る。

②便器の黄ばみが強い。

　⇒重曹液を使用し、黄ばみの改善を図る。

③小便器付近に尿がこぼれたままになっており、雑巾が放置されている。

　⇒こまめに清掃を行い、雑巾はその都度しまうか、使用しやすいようにモップを用意する。

· トイレ黄ばみ改善のために、ナイトケア帰宅前、トイレに重曹液を流すようにすること。

＜利用者様情報＞

· 小林　満　様～31歳、男性。アルコール依存症。西病棟入院中。本日午前中、病棟スタッフ

同伴でデイケアの見学・説明に来所している。来年4月に調理師専門学校に入学したいとのことで、それまではアルバイトをして過ごしたいとのこと。学校・アルバイトを行うまで、規則正しい生活を保つためにも利用を考えているとのこと。本日、うみねこ幸房も見学を行ってきており、デイケア・うみねこ幸房の利用は「最終手段だと思っています」と本人話されている。

飲酒をしない生活を確立するためにも、日中の活動場所の確保は必要であること説明している。

· 高田　マキ様～下痢による腹痛、身体のしびれ、倦怠感など身体不調訴え、デイケアを欠席

したいと連絡あり。「調子がよくなったら、午後洗濯だけしに来るかも」と話されているが、現在のところ来所はない。

· 久保　興介様～昨日利用日ではないが来所。青明舎にいようと思ったが、青明舎だとメリハ

リがない為、デイケアを利用したいとのこと。「誰とも交流したくない」と話されているが、プログラム参加は視野に入れているとのことで、デイケアの利用の仕方について話し合っている。金曜日以外も利用したいとのことで、本日木曜日のプログラムを見学に来られている。表情の硬さみられており、プログラム中、自分が挙げた意見を拾ってもらえなかったとのことで不満を話すことがある。担当スタッフとの会話、面談を希望されている為、話を聞くことは可能であるが、終日本人と面談を行う時間を割くことは難しいこと説明している。

＜デイケア事例検討＞　

松村　勉様　（56歳）男性　統合失調症　利用年数：5ヶ月　

青山入所中：1/31退所後はアパートで単身生活希望

検討内容　　治療計画の評価・見直し

長期目標：アパートで単身生活（出来れば根城3丁目か日赤病院近く）を行なう。

中期目標：①病状悪化に気付く　　

②他者との関わり方について学ぶ

③青山荘退所前に利用日を週2回に増やす

短期目標：①病識を身に付ける。疾病教室で分からない内容を質問する。

②他者へ接する態度が適しているのか、本人自らスタッフへ尋ねる。

③利用日を週2回に増やす。

治療計画：①病状悪化防止の為、プログラムでの発言内容や他者との関わり方の観察を行なう。

②不安や疑問に思う事を行動化する前にスタッフへ相談するよう促し、状況に応じて面談を行っていく。

③本人と面談を行い、増やす利用日について話し合う。

評価

1 について

· 誰とでも会話をするということはないが、青山荘入所者とは会話を行っている。

· 食事準備等を手伝おうとすることはあるが、他者に対して過干渉となる様子はみられない。

· 以前、女性利用者を男性と間違えて腰を触ったというトラブルがあり、その相手を気にしている様子はみられる。

· 青山荘での自炊、夕食当番の日に夕食後薬を飲み忘れる（遅れる）時があるとのこと。

⇒デイケアスタッフより、夕食当番を調整してもらうように青山荘スタッフに相談をしてはどうかとアドバイスすると、自分で青山荘スタッフに相談している。夕食当番を青山荘スタッフで調整していくようにする。

· 以前、内服を自己調整して病状悪化したことがあるとのこと。現在は内服の必要性について「飲まなくちゃいけない」と認識している。

2 について

· スタッフが確認すると、自分が思っていることを表現することが出来ている。

· よこまちストアに買い物に行くと青山荘スタッフに断って、八戸赤十字病院を受診（右腕関節痛）することがある。理由を言わなかったことについて、「怒られると思ったから」と話す。

3 について

· 10月より、デイケア利用日を週1回（月曜日）から、週2回（月曜日・金曜日）に増やしている。利用日を増やしたことについては、「慣れてきた」と話されている。

＜その他＞

· 体重75kgで、本人体重増加を気にしている。食事量が増えてきたことを本人自覚しており、食事量は普通量の1.5倍程度とのこと。「米飯は太るからスパゲティを食べるようにしています」と話す為、パスタの方がカロリーが高い事を説明している。

· 右腕に関節痛があり、八戸赤十字病院を受診している。半年で治ると説明されたとのこと。

検討結果

· 目標、治療計画は全て継続していく。

· 体重増加を気にしており、食事面での指導が必要である為、体重管理に関する治療計画を立案していく。

＜外来情報＞

· 鈴木　恵美子様～本人より次の採血時期の確認あり、1月頃を予定していること伝えている。

· 細越　定生　様～本日受診予定だったが来院せず。確認すると、11/26に受診だと思っており、

内服は26日までの分はあると本人話されている。11/26受診予定。

· 久慈　邦夫　様～採血・尿検査実施。尿検査に異常はみられない。

· 柳町　信之　様～テレパシーの幻聴は変わらずあるとのことで、強くなることも消えること

もないと話されている。

· 山田　吉夫　様～炭酸リチウムの血中濃度が低く、効果が見られないと判断し、炭酸リチウ

ムを処方止めとしている。次回12月上旬～中旬に採血予定。

· 中居　美津子様～右股関節上部が痛むとのことで、歩きにくい感じがあるとのこと。セルリ

アンで立ちっぱなしである為、仕事の後に痛むことが多いとのこと。

